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神奈川イグレンの活動状況を伝える機関紙 ＜第 170号＞ 

神奈川イグレンニュース 

 

 

 
 

  【 今月のコンテンツ 】  

 

                                                       

●  神奈川イグレンご案内                         ･････････１、２、３ 

● イグレン会員グループ・プロジェクト状況                           ･････････４、５、                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

●  産学官交流サロンコーナー／事務局コーナー              ･････････６ 

 

 
 

【 神奈川イグレンご案内 】 

＜新年のご挨拶＞ 

神奈川県異業種連携協議会 議長  

山勝電子工業株式会社 代表取締役社長 金究武正 

 新年あけましておめでとうございます。 

日頃より当、神奈川県異業種連携協議会（イグレン）にご支援、ご指導を賜り心より感謝申し上げます。 

 昨年の世界情勢は英国のEU 離脱、クリミア問題、米国の大統領選で共和党候補のトランプ氏の勝利。 

翌日、日本株の大暴落、その後の円安、日本株の大幅高、お隣の韓国パククネ大統領弾劾、安倍総理トラン

プ氏と電撃会談。その後キューバ訪問カストロ前議長との会談、ロシアプーチン大統領の訪問など衝撃的な

出来事がたくさんありました。日本にとって明るいニュースは一昨年に続き大隅良典教授のノーベル生理学、

医学賞の受賞がありました。 

 私事ですが昨年 5月、古希（70歳）を迎えました。27 歳で独立、現会社を設立しお陰様で 44期目に入り

ました。振り返れば独立後、無我夢中で働いた 5年間。来る日も来る日も夜遅くまで働き、ついに倒れ１ケ

月の入院生活を余儀なくされました。その間、色々考える時間が十分にあったお蔭で、これまで見えなかっ

たものが見えてきたりその後の考え方が変わりました。入院生活が自分のその後の人生を大きく変化させて

くれたのです。ピンチがあったからこそ今があります。 

 いつの時代でも成長分野に舵を取りピンチをチャンスに変える。今後も成長性の高い車載、ロボット、バ

イオ、航空宇宙、半導体、IOT・・・。又、2020年東京オリンピック、パラリンピック関連など様々な分野

で成長も見込めます。イグレンは神奈川県の中核創造的集団として県内外、又は会員企業交流、ビジネス商

談会などで自社の強みと特徴を生かして事業展開が実現可能な環境下にあります。 

 今後、事務局とも連携を強化し積極的に取り組んでいく所存です。会員皆様のより一層のご指導、ご鞭撻

をお願い申し上げます。皆様の益々のご繁栄とご多幸を祈念申し上げ年頭のご挨拶と致します。 
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神奈川県異業種連携協議会 副議長 

横須賀交流プラザ 理事長 雑賀政徳 

明けましておめでとうございます。 

皆様におかれましては健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

県イグ連は今年で 33 年を迎え、大学企業連携、宇宙技術開発事業関連、又、中小企業連携、県議議員団交

流と活動を広げてまいりました。イグレン理事の方々、会員の皆様が昨年を乗り越える本年になりますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

さて、横須賀交流プラザ、よこすか未来塾の活動をご紹介いたします。毎年 11 月 3 日はガリバーファン

タジー、CSR イベントを開催するなど 15 年間観音崎にて活動をいたしてきました。『ガリバー旅行記』は

アイルランドのジョナサンスウィフト氏が日本の横須賀の地にて、ウィリアム・アダムス公（310 年前）を

モデルにした作品です。2016年 4月～2020年 3 月の4 年間、全国中学 2年生 152 万人が英語の教科書にて

その内容を学習いただきます（文部科学省検定）。 

本年もどうぞよろしくお願い致します。 

 
 

＜神奈川イグレン 2017 年度方向性について＞ 

 
●  企業の状況を深く把握し、課題と方向性を探る。現場に行き企業間交流の深まりを追求する。 

●  単なる経験発表の場でなくディスカッションの場（異業種交流場）、企画会議の場として地下室 

の利用を検討。 

⑴ イグレン理論機関誌の発行（次回 5号） 

⑵ 人材育成講座の開設（茅ヶ崎サムシステム） 

⑶ 「中小企業と学生気質」（前：「学生広告報告書」）の継続販売活動 

⑷ 中小企業への就活資料の作成と活用 

⑸ メール配信不能会員向け郵送対応 

⑹ プロジェクト 

（a） 明るいプラスチックの会 

（b） 田んぼ水位計測器の開発（県農業技術センターとの連携） 

（c） TR iASの動き 

（d） 新事業・新技術支援フォーラム（イグレンと同じ 7 階フロアのインキュベート 

ルーム入居企業が参加） 

（e） 新規会員向けグループ設立活動の見直し 

（f） 東戸塚グループ 

（g） 行政部会の新設（役人対象サポート） 

⇒ 技術振興・図書館・農業・卸売市場・中小企業条例など・・・竹井氏 

⇒ 「奇人、変人、ばか者クラブ」（全国組織化） 

（h） 横須賀卸売市場問題 

（i） 尾上町サロン 

⑺ 県産業技術センターの改組問題 

⑻ 中小企業振興条例の本格的活用・見直し・新規提案、討論資料の作成 

 

●  自主事業の開発と実施。 

●  イグレン会員増強 
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【 神奈川グレン会員、第 33 回神奈川工業技術開発大賞でビジネス賞を受賞！！】 

 

 この度、当イグレン議長である金究社長が率いる山勝電子工業株式会社が「劣化した映画フィルムに対応

できるデジタル化装置」で第 33 回神奈川工業技術大賞においてビジネス賞を受賞されましたので皆様にご

報告申し上げます。 

 この賞は県内に事業所を有する中堅・中小企業及びこれらの企業で構成するグループによっておおむね 3

年以内に開発されたものでその効果が実証されているものが対象となっています。産業の発展や国民の生活

の向上に役立つものであると規定され、学識経験者及び各技術分野の専門家 9 名で構成された選考委員によ

り精査されます。この件につきましては次月以降のイグレンニュースで再度ご案内致します。 

 

 
 

 

「新事業・新技術支援フォーラム」(略称：戦略会議)のリポート 

 

イグレン事務局 松井利夫 

 

第 48 回フォーラムは平成 28年 12月 15日に開催。最初に、(株)ヨコミゾメディカルの和田社長から抗菌

剤「スマイル抗菌 668」について説明がありました。「スマイル抗菌 668」は生活のいろいろなシーンで効果

を発揮できるように造られた抗菌剤・防カビ剤であり、特徴は、①668 種類の菌に効果がある。②抗菌効果

に持続性がある。③(財)日本食品分析センターにおいて安全性が認められている、とのことでした。用途は、

医療施設、介護施設等の抗菌、エアコン・車等の消毒・防カビ、クローゼット・カーテン・カーペット等の

抗菌、靴の抗菌、食中毒予防などです。「抗菌」とは、製品の表面における細菌の増殖を抑制する状態のこと

で、一時的に細菌を死滅、除去する「殺菌」や「除菌」とは異なります。抗菌は細菌を餓死させることで、

周囲にいる細菌さえ近寄らない抗菌空間を造ります。この抗菌剤は、ノロウイルスにも効果があり、「スマイ

ル抗菌 668」を使って消毒したら 30分後にノロウイルスは０になったそうです。 

次に、アトピーと水道水の関係につて説明がありました。1960年代、水道水に多量の塩素が入れられまし

た。その水道水を飲むことによって水道水に残留している「塩素」の強力な酸化力で細胞は破壊されます。

そして、アレルゲンとなるダニや有毒菌、消化されきっていない食べ物などが体内に簡単に入り込む状態に

なります。これがアトピー、そして喘息・花粉症・鼻炎などの原因となる、とのことでした。 

次に、渡邉さんから、「とつかコラボ倶楽部」について説明がありました。「とつかコラボ倶楽部」(通称Ｙ

Ｃクラブ)は、平成 17年 4月に中嶌敏男会長が中心となって結成されたそうです。目的は、会員相互の理解

のもと、”仲間づくり・仕事づくり・連携の輪”を広げて地域社会に貢献できる企業家になることだそうです。 

次に森さんから、現在、有機水耕栽培をしているが、この度、トヨタが「TOYOTA NEXT(オープンイノベー

ションプログラム）」に「屋内貸菜園」をベースにして、トヨタ車の販売促進と顧客の囲い込みなどをテーマ

として応募しようと考えているが、皆さんの意見を聞かせてほしい、とのことでした。この提案について皆

さんからの意見は、おおむね好評でした。 

       次に(株)横浜インプリントの小嶋社長から、事業化を考えている「飛躍的な生産性向上を図る革新的な設

備投資」について説明がありました。今の景気低迷状態から抜け出すためには、製造の原点に戻り製造装置

の生産性向上を図る以外に根本的な解決方法はないので、その生産性向上を図るため、より精度の高い製品

を作る事業化を図りたいと考えているので協力して頂ける会社を探している、とのことでした。 
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【 イグレン会員グループ・プロジェクト状況 】 

【 川崎異業種研究会 】 

川崎商工会議所  桂 千香 

＜１１月定例会＞ 

 

 １１月１０日（木）当所にて、会員１３名、オブザーバー１名、見学者２名、東洋大学学生８名、和光大

学学生５名、合計２９名の参加を得て開催した。 

 今回は東洋大学 ライフデザイン学部教授 淺間 正通氏を招きご講演いただいた。テーマは、「デジタル

ネイティブとデジタルイミグラント～その望ましい関わり方～」。 

デジタルネイティブとは、生まれながらにしてデジタル機器に親しんでいる世代、デジタルイミグラントと

は、人生の途中からそれらに馴染み親しむようになった世代として称されている。日本では、インターネッ

トの商用化が普及し始めた 1990 年代以降生まれがデジタルネイティブに当たる。デジタル製品にどっぷり

浸かって暮らす生活は便利そのものであるが、果たして日常の暮らしは豊かになったのだろうかと、講師は

投げかける。一時相次いだネット自殺を例にあげ、人間関係の希薄化とパースナルスペースのいびつな進展

を指摘された。また、フィンランドがＩＴ大国でありながら生活満足度が高く「いじめ」も減少したという

調査結果を示し、結果そのものよりもそこに至るプロセスを大切にするMiksi 思想（ミクシ：フィンランド

語で「何故」）と教育方法について説明された。そして講師の経験を交えながら、常に「何故」を意識し「気

づき」を促す重要性が語られた。最後に、従業員教育の現場でも、何故だろうと考える場面と、気付き場面

をどのように意図的に提示するかが大切だと語られた。参加者は終始熱心に耳を傾けた。 

その後、場所を移し懇親会を実施、講師も同席され、終始和やかな雰囲気で親睦を深めた。  

 
                         

 【第 178 回 日韓ビジネス協議会】  

高橋 導徳 

第１７８回・日韓ビジネス協議会は下記の予定で新年会を兼ねて開催します。 

 会費：１，０００円、 新年会会費：４，０００円  

 

新年会のお店は「日本海庄や」馬車道店になりますが当日、突然不参加になる場合はキャンセルチャージ 

が発生します。２５日に予定ができそうな場合はあらかじめ２３日までにご連絡をお願い致します。 

現在は１６名の予定です。 

 

１．日時：2017年１月 25 日(水) 午後４時 30分～5時 15 分協議会 5時 30 分～7時 30分 新年会 

２．場所：神奈川中小企業センタービル ６階 特別研修室 

     かながわ異業種交流センター（神奈川県異業種連携協議会） 

              ＴＥＬ：０４５－２２８－７３３ 

    ＊新年会の会場は「日本海庄や」馬車道店 ＴＥＬ：０４５－６６２－７４１１ 

３．次第： 

  〇副会長挨拶・・・・・・成田洋助氏（会長欠席） 

  〇メイン講師   神奈川県異業種連携協議会 専務理事 芝 忠氏 

   タイトル：「『人を大切にする経営』を考える」 

   要旨：今あちこちで話題になっている坂本光司氏の提案を紹介したいと思います。 

３年前に経営学会が設立されましたが、私も参加しています。 

1月 27日には同氏が「シフト 21」で講演会も開かれます。（４５分程度） 
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異業種交流会シフト２１ 【http://shift21.jimdo.com/】 

 

《20 周年記念 ビジネス交流会 記念講演》     有村 知里 

会社・事業を成功させる 11 のポイント ～「日本でいちばん大切にしたい会社」の 

事例から学ぶ～ ・・・  法政大学大学院政策創造研究科教授 坂本光司先生 

 

 累計 67万部以上のベストセラーとなった「日本でいちばん大切にしたい会社」の著者・坂本光司先生（法

政大学大学院政策創造研究科教授）をお招きした講演会を開催いたします。  

 また交流会として、自社事業や製品等をアピールいただけるプレゼンテーションタイム（１社 5分間、先

着 10 社様、有料）、名刺交換や交流を深めていただける懇親会もあり、自己紹介タイムも設けております。 

定員 70名様となっておりますので、お早めにお申し込みください。 

 

■日時  2017年 1月 27 日（金） 

    ・13時 30分開場  パンフレット配布、名刺交換の交流 

    ・14時～15時 20 分 プレゼンテーションタイム 10 社限定（１社 5 分間） 

    ・15時 30分～17 時 記念講演 会社・事業を成功させる 11のポイント～「日本でいちばん大切

にしたい会社」の事例から学ぶ～ 

                    法政大学大学院政策創造研究科教授 坂本光司様 

   ・17時 15分～19時 懇親会（立食） 名刺交換・ご歓談、参加者全員による 30 秒自己紹介 

■場所：かながわ労働プラザ４階 5,6,7 会議室  ■定員先着 70名 ■参加費 5,000 円/ 名 （懇親会費込） 

■プレゼンテーション参加費 3,000 円/ 社 （1 社５分間、申込先着 10 社のみ） 

 

異業種交流会シフト 21 とは 

平成８年から活動している異業種交流会です。 

多彩な経営者・起業家が集い、外部講師による講演や会員のプレゼンなどにより 

研鑽を図りながらも、相互のビジネスに繋げる交流を深めています。 

お問合せ・お申込みは事務局・有村まで。(shift21info@gmail.com)  

 

 

 

 
 

＜その他ご案内＞ 

テクニカルショウヨコハマ 2017（第 38 回工業技術見本市）のご案内 

■ 会 期  平成 29年 2月 1日(水)・2日(木)・3日(金) 3日間  10：00～17：00 

■ 会 場  パシフィコ横浜 展示ホールC・D （横浜市西区みなとみらい 1-1-1） 

■ 主 催  公益財団法人神奈川産業振興センター、一般社団法人横浜市工業会連合会 

        神奈川県、横浜市（順不同） 

■ 入場料  無 料（事前登録制）登録はホームページから！ 

登録用ＵＲＬ  https://www.kipc.or.jp/yokohama2017/entry/index.html 

■ 公式サイトhttp://www.tech-yokohama.jp/ 

 

mailto:shift21info@gmail.com
https://www.kipc.or.jp/yokohama2017/entry/index.html
http://www.tech-yokohama.jp/
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 あけましておめでとうございます。皆様、どの様な年末年始をお過ごしでしたでしょうか？ 

私は妻の実家がある熊本で年越しをし、その後私の実家（神戸）でゆっくり過ごさせていただきました。 

 熊本で新年を迎え、初詣に熊本城稲荷神社にお参りをしました。熊本城ではいたる所で崩れていて復旧までには 10年

以上かかるのではないかという状況でした。石垣が崩れている所は中が砂状で、かき出すと更に崩れて 2 次災害の恐れ

もあるため思うように工事も進まないのでしょう。この様な中、アジア地区から来ている観光客の多さに圧倒されまし

た。熊本の路面電車や崩れかかった城も今や観光の目玉として十分機能しています。この数十年で時代は確実に変化し

ていて外国人誘致も熊本の戦略なのでしょう。企業もこうした緩やかな変化を的確に捉えどう対応していくかがこの先

求められそうです。イグレンは本年度も皆様方に有益な情報を提供してまいりたいと思います。今年 1 年どうぞよろし

くお願い申し上げます！！ 

神奈川イグレンニュース」は多くの皆様方からのご意見や投稿、感想などを頂戴し、情報を共有する

事によって未来へつながる「役立ち情報誌」です。こんなことが新たなビジネスにつながった。とか、

思いもしなかった出会いでこんな事になりました・・・。など原稿を募集中です。 

伺える範囲であれば取材にも参ります。尚、自薦・他薦は問いませんのでご連絡頂ければと思います。 

神奈川イグレンへの連絡問合せは、 Tel: 045-228-7331  Fax: 045-228－7331（TEL兼用） 

ご意見、感想などあればこちらまでお願いします。 mail masa247307-sowa@dream.bbexcite.jp 

神奈川県異業種連携協議会 交流アドバイザーが詰めております、気軽にご連絡ご相談ください（無料） 

【月】 ①②③宮川 豊④⑤荒 直孝【火】①②④⑤児玉 英二③愛賢司 【水】①菊地②指方③加藤④愛⑤芝   

【木】①②③④⑤ 松井 利夫【金】 ①愛賢司②指方 順一郎③④⑤織方 【土、日、祭日】は休業  

 〒231-0015  横浜市中区尾上町 5-80神奈川中小企業センタービル 7階インキュベートルーム 703号 

    神奈川イグレン事務局 

T/F 045-228-7331   URL：http://www.kanagawa-iguren.com  Mail：iguren@kanagawa-iguren.com 

 

 尾上町サロン 西湘サロン 

第 66回 

海老名サロン 

第 38回  

三浦半島経済人サロン

第 74回  

日程 ３月 03日（金） 

18:00～20：30 

 

01月 23日（月） 

18：00～20：00 

開場は 17:30～ 

02月 24日 

15：00～ 

 

01月 18日（水） 

18:00～ 

開場は 17：30～ 

場所 中小企業センター703 

イグレン事務局 

 

日本生命小田原ビル 

4階会議室  

小田原市本町 1-4-5 

神奈川県産業技術セン

ター２F 講義室６ 

海老名市下今泉 705-1 

神奈川新聞社 横須賀

支社 5階会議室 

横須賀市小川町 21－9 

連絡先 イグレン イグレン（吉池） 愛 賢司 堀込、芝、鶴野、西澤 

内 容 参加費：1,000円 

 

2 月の尾上町サロンは

ございません。 

「関東学院大学 材料・表

面工学研究所のここがす

ごい！」新しいめっき技術

と夢の超はっ水技術で世

界をリードする 

関東学院大学 材料・表面

工学研究所 副所長・教授 

高井 治氏 

参加費:1,000円 

「中小企業にとっての

デザインの持つ意味」 

会費：2,000円 

「やきとり竜馬にお任

せ」の紹介 

代表： 齋藤 秀一 氏 

1 時間程度話を伺ったの

ちお店に移動。懇親会 

参加費は実費。 

mailto:masa247307-sowa@dream.bbexcite.jp
http://www.kanagawa-iguren.com/
mailto:iguren@kanagawa-iguren.com

